




Grammatical Phenomena of Sino-Tibetan Languages 1: The































触によって語順が OV から VO に変化したと考えるのが最も自然である（Matisoff	
1991a: 481–482, 同 2000: 346–347 を参照のこと）。
* 本稿は，2013 年 11 月 30 日に京都大学人文科学研究所で開催された「TB+ 研究会」（池田巧教授主宰）での発表
原稿に加筆したものである。当日いただいた質問やコメントに基づいてミャンマーでの追加調査を行い，修正し
た。貴重なご意見をいただいた参加者の方々に深くお礼を申し上げる。
 1 SVO 型の語順を示すチベット・ビルマ系言語には他にも Bai や Mru，死語である Pyu などがあるが，語群単位で













( 名詞 1)	(Vptc(s))	動詞 (Vptc(s))	( 名詞 2) ( 名詞 3) ( 副詞的要素 )
図 2　ポー・カレン語の節の基本構造
「名詞 1」は主語であり，「名詞 2」と「名詞 3」は目的語である。二つの目的語
が現れるのは /phɩĺâɴ/「与える」などの ditransitive	verb のときのみである。 
 2 加藤（2004）は，10 個の派生接辞を挙げている。
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は「数詞＋助数詞」が現れる。SLOT8 には複数性（plurality）を表す助詞 4 が現れ
る。右端の SLOT9 には指示機能（demonstrative	function）を持つ助詞が現れる。




(2) phlòʊɴ  |  chəxîchəlà
 カレン    文化
 {SLOT2} {　SLOT4　}
 カレン人の文化
(3) já    |	  [phàdʊ́]  |  θəɴ̄  béiɴ  |  jò
 魚       大きい     三   枚		 	 	 	 this
 {SLOT4} {　 SLOT5 　} {　　SLOT7　　} { SLOT9 }
 この三匹の大きな魚
(4) jə    |  θò  |  dē  khʊ́láʊ  |  θɛ ̀  |  nɔ́
 1sg     友人	 	 	 	 with	 	 帽子     （複数）	 	 	 that
 {SLOT3} {  SLOT4  }{　　  SLOT6 　　}{ SLOT8 }{SLOT9}
 あの，帽子をかぶった私の友人たち
(5) [ʔəwê xwè]|  já	 | [phàdʊ́]	| lə ́ cəpwɛ ̄ phâɴkhʊ́ ʔò | lə béiɴ | nɔ́
  3sg  買う   魚    大きい  loc 机   上  向こうの 一 枚   that
 { SLOT1 } {SLOT4} {SLOT5} {       SLOT6       } { SLOT7 }{SLOT9}
 あの一匹の，向こうの机の上にある，彼が買った大きい魚
なお，(5) の SLOT6 で場所を表す側置助詞 lə́によって導かれた名詞句は，こ
れ自体が，次に示すように複数のスロットからなる名詞句である。
(6) cəpwɛ ̄  |  phâɴkhʊ́  |  ʔò
 机      上       向こうの
 {SLOT2} {   SLOT4   } { SLOT9 }
 向こうにある机の上






















の位置は SLOT1 である。他方，後置型の関係節は，(8) のように主要部名詞の後
に置かれる。この位置は SLOT5 である。どちらの関係節においても，関係節化
された名詞は空所（gap）になる。
(7) [jə  dʊ́]  phlòʊɴ  nɔ ́  mwɛ ̄ ʔəwê
  1sg  殴る  人    top  cop  3sg
 私が殴った人は彼だ
(8) phlòʊɴ  [dʊ́   jə]̀   nɔ ́  ɣɛ	̂  ʔé





藤 2008 参照）。したがって，(3) や (5) の例における状態動詞 phàdʊ́「大きい」は，
主要部名詞を修飾する後置型関係節である。







(9) phlòʊɴ  lə ́  [jə  dʊ́  (ʔə)̀]  nɔ ́  mwɛ ̄ ʔəwê
 人    rel   1sg  殴る  3sg  top  cop  3sg  
 私が殴った人は彼だ
(10) phlòʊɴ  lə ́  [ʔə  dʊ́  jə]̀  nɔ ́  ɣɛ ̂  ʔé












(11) [ʔɔt́hɔ ̄  thàiɴ]  jə   lə  ɣà
  残る   再び   1sg  一  clf（人間）
 再び取り残された私
(12) [xîlà   chêiɴpràɴ  tɛ]̀   ʔə   mé  nɔ́











(13) [jə  dʊ́  ʔə]̀  lé  nɔ ́  mwɛ ̄  phjā  jò





(14) [ʔáɴká  já]  ʔənəɴ̂







(15) təkɔ ̀  phɔ̂
 ハス  花
 ハスの花
(16) néiɴθâɴ  kəwɔ̀
 新年    朝
 新年になった朝
(17) phjāθâ  chəmà
 宗教   仕事
 宗教にまつわる行為
所有者と所有物の関係も同じように表される。すなわち，(18) のように，所有
者名詞が SLOT2 に現れて，SLOT4 に現れた所有物名詞を修飾する。
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(18) ʔəmʊ̄  phjâ
 母    店
 母の店
3.3. 代名詞











1sg jə jə̀ jəwê
2sg nə nə̀ nəwê
3sg ʔə ʔə̀ ʔəwê
1pl hə	~	pə hə	̀~	pə̀ həwê	~	pəwê
2pl nəθí nəθí nəθíwê
3pl ʔəθí,	ʔəθíʔə ʔəθí ʔəθíwê
表 2　代名詞の 3 つの形
これらの形のうち第一形は，SLOT3 に現れて所有者を表す。(4) の一人称単数
代名詞 jə がその例である。下に二人称単数と三人称単数の例を挙げておこう。
(19) nə  châiɴ
 2sg  シャツ
 あなたのシャツ
(20) ʔə   ɣéiɴ
 3sg  家
 { 彼 / 彼女 } の家




ある。所有を表す代名詞のスロットを，修飾名詞と同じ SLOT2 ではなく SLOT3
と考えるのはこのためである。(21) のような言い方がある以上，修飾名詞の後に
もう一つスロットを設定しておかなければならない。
(21) ʔəmʊ̄  ʔə   phjâ
 母    3sg  店
 母の店
なお，(18) と (21) にどのような意味的あるいは用法上の差異があるのかは現
段階では分かっていない。
3.4. 側置助詞句
側置助詞は，一般的に言うところの adposition である。側置助詞には，(22) の
lə́や (23) の dē のように，名詞句を副詞的語句として節中に導入する機能がある。
側置助詞が名詞句と共に形成する句を側置助詞句と呼ぶ。
(22) jə   ʔɔ ́  lə ́  thəʔàɴ
 1sg  いる  loc  （地名）
 私はパアンに住んでいる
(23) jə   ʔáɴ  θəɴ̂   dē  nʊ́thòʊɴ





lə ́   「～において［位置］」「～から［起点］」「～へ［着点］」
thōɴ   「～のあたりに」
dē   「～で［道具］」「～と［随伴者］」「～を持って［付帯物］」など
bê	...	θò  「～のように」
nɩ ̂   「～くらい（の大きさ）で」
xwē   「～くらい（の量）で」
báchâiɴ	  「～に関して」
təkhɔl̂ə	́  「～以来」
phɔ ̄   「～のうちに」
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これら 9 個のうち，上から 7 番目までの lə,́ thōɴ, dē, bê ... θò, nɩ,̂ xwē, báchâiɴ に
よって作られた側置助詞句には名詞を修飾する機能もあり，それは SLOT6 に現
れる。例 (4) と (5) の SLOT6 を参照されたい。下に，名詞修飾機能を持つ 7 個の
側置助詞の各々につき，例を一つずつ挙げる。
(24) phlòʊɴ  lə ́  pəjàɴkhāɴ
 人    loc  ミャンマー
 ミャンマーの人
(25) phlòʊɴ  thōɴ    jò
 人    ～あたり  ここ
 この近辺の人
(26) phlòʊɴ  dē  láiʔàʊ
 人		 	 	 with	 	 本
 本を持った人
(27) chəθɯ́chəθá  bê khòθá   θò
 果物	 	 	 	 	 	 bê		 マンゴー  θò
 マンゴーに似た果物
(28) lé  nɩ	̂	 	   cɯ́khʊ́
 棒  ～くらい  腕
 腕くらいの大きさの棒
(29) páichâɴ  xwē    jò
 金     ～くらい  これ
 これくらいの額のお金
(30) láiʔàʊ  báchâiɴ   pəjàɴkhāɴ












(31) phlòʊɴ  pəjàɴkhāɴ





1 から 9 までの数詞は次のとおり。ləɴ̂「1」，nî「2」，θəɴ̂「3」，lī「4」，jɛ「̄5」，
xɯ̂「6」，nwê「7」，xó「8」，khwī「9」。ポー・カレン語は 10 倍ごとに位を取る
方式を用いており，10 の位は chî，100 の位は jà，1000 の位は thôɴ，10000 の位
は là で，それぞれ表される。これら位取りを表す形態素に 1 から 9 の数詞が前
置されて，10, 100, 1000, 10000 の倍数が表されるが，その際，ləɴ̂「1」は lə に，




2158 は，2000，100，50，8 の順で並べる。2000 は nīthôɴ，100 は ləjà，50 は
jɛc̄hî，8 は xó であるから，これを順に並べた nīthôɴləjàjɛc̄hîxó が 2158 である。
量化表現として名詞を修飾するときには，数詞のみの使用は不可能であり，数
詞の後に助数詞（numeral	classifier）を置いて「数詞＋助数詞」とする。これが
SLOT7 に現れる。数詞が助数詞と共起するとき，1 の位の 1 から 9 は，位取りを
表す形態素に前置されるのと同じ形が現れる。人間を数える助数詞 ɣà を例に取
ると，次のとおりである。lə	ɣà「1 人」，nī	ɣà「2 人」，θəɴ̄	ɣà「3 人」，lī	ɣà「4 人」，
jɛ	̄ɣà「5 人」，xɯ̄	ɣà「6 人」，nwē	ɣà「7 人」，xó	ɣà「8 人」，khwī	ɣà「9 人」。こ
れは 10 の位以上の形態素が現れても同じである。例えば，31 人は θəɴ̄chîlə	ɣà と
なり，476 人は lījànwēchîxɯ̄	ɣà となる。ただし，1 の位がゼロの場合，「数詞＋
助数詞」という原則的順序を取ることができず，助数詞の前に接頭辞 ʔə- を付し
た上で，数詞と助数詞の順序を逆にした「ʔə- 助数詞＋数詞」という形が用いら
れる。例えば，10 人は ʔəɣà	ləchî，90 人は ʔəɣà	khwīchî，700 人は ʔəɣà	nwējà と
なる。1 の位がゼロの場合に数詞と助数詞の順が原則と逆になるのは隣接する
TB 系言語のビルマ語と同じであるが，ビルマ語では 10 の場合に原則順と逆順の











詞）は SLOT7 に現れる。(3) の例を参照していただきたい。下に他の例を挙げる。
(32) pənā  jɛ ̄ dɯ̀  jò
 水牛  5  匹		 	 this
 この 5 頭の水牛
(33) pəjàɴ   ʔəɣà  θəɴ̄jà  nɔ́
 ビルマ人  ～人	 	 300	 	 	 that	 	
 あの 300 人のビルマ人
東南アジアの様々な言語では，類別詞が数詞を伴わずに現れることがある。し
かし，ポ ・ーカレン語の助数詞は数詞を伴わずに現れることはできない。したがっ





(34) ʔəwêjò  mwɛ ̄ jə  thwí.  lə		 dɯ̀ jò   ʔɛ ́   jə ̀  châ  mā
 これ   cop  1sg 犬    一  匹  この  愛する  1sg	 	 much		 very
 これは私の犬だ。この一匹（= この犬）は私を非常に愛している
3.6. 複数性を表す助詞










(35) ɣéiɴ   θɛ̀
 家    （複数）
 家々
(36) cɔʔ̀ɛṕhlòʊɴ  θɛ̀






(37) láiʔàʊ  θəɴ̄  béiɴ  θɛ	̀   nɔ́
 本    3   枚   （複数）	 	 that	 	
 あの 3 冊の本
(38) *láiʔàʊ   θɛ	̀   θəɴ̄  béiɴ  nɔ́
  本    （複数）  3   枚		 	 that	 	












は (4) と (5)，ʔò の例としては (6) を見られたい。指示詞はこれまで挙げてきた他
の例にも何度も現れているので，ここであらためて例を示す必要もないだろう。
加藤（2010）に示したように，ポー・カレン語において指示詞は文の意味解釈
に大きな貢献をすることがある。側置助詞 lə́を用いた文 (39) と (40) を比較して
みよう。
(39) ʔəwê  mə  ɣɛ ̂  lə ́  θítàʊ  jò
 3sg   irr  来る  loc  病院   この
 彼は病院へ来るだろう
(40) ʔəwê  mə  ɣɛ ̂  lə	́  θítàʊ  ʔò



















(41) phjâ  dʊ́
 店   大きい
 大きな店
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これとほとんど同じ意味を表す言い方として，(42) がある。ʔədʊ́ は，動詞 dʊ́
に名詞化接頭辞 ʔə- が付加されたものであり，「大きなもの」という意味を表す。
この語がどのスロットに現れた要素なのかを考える必要がある。
(42) phjâ  ʔədʊ́
 店   大きなもの
 大きな店
ʔədʊ́ は dʊ́ と違って名詞であり，これ単独でも名詞句を形成することができる。
おそらく，そのことから考えて，この ʔədʊ́ は (41) の dʊ́ と同様の SLOT5 に現れ
た要素ではなく，SLOT4 に現れた要素である。すなわち主要部名詞である。そ




(43) phjâ  dʊ́dʊ́
 店   大きく
 大きな店
例 (43) の dʊ́dʊ́ は繰り返し（reduplication）によって dʊ́ から派生した畳語である。
ポ ・ーカレン語において，繰り返しは，状態動詞に適用されて副詞を形成する（加






着していない形態法である可能性 5 がある。本稿では，さしあたり，SLOT5 には
状態動詞由来の畳語が現れて名詞を修飾する場合もあると考えることにする。
3.9. SLOT2 における名詞句の再帰性（recursion）











(44) phlòʊɴthîkhāɴ |  həθàbáɴ  ||  kòʊɴlwɛ̄
 カレン州      若者      組織
 (a) {   SLOT2   } {   SLOT4   }




句のスロットを (a) と (b) に示した。
(45) phlòʊɴ  |  lə  ɣà |  jò   ||  ʔə  ||  ɣéiɴ
 人      一  ～人   この    3sg   家
 (a) {SLOT4}{  SLOT7  }{ SLOT9 }

























チベット・ビルマ系以外の OV 型諸言語においては NRel すなわち「名詞＋関係節」
という語順が頻繁に観察されるからである。Dryer は，この議論の中で，VO 型
言語における RelN 語順は通言語的に極めて稀であり，その例外として，シナ・
チベット系の Bai と Chinese およびアウストロネシア系の Amis を挙げている。
そして，カレン系諸言語については，チベット・ビルマ系でありながら，VO 型









































Comrie,	Bernard.	1989.	Language Universals and Linguistic Typology: Syntax and Morphology. Chicago: The 
University	of	Chicago	Press.
Dryer,	Matthew	S.	2008.	“Word	Order	in	Tibeto-Burman	Languages”.	Linguistics of the Tibeto-Burman Area 
31.1. pp. 1–84.
加藤昌彦．2001．「ポー・カレン語（東部方言）の関係節」『東京大学言語学論集』20. pp. 275–300.






Karen	forms”.	Asian and African Languages and Linguistics 4. pp. 169–218.




Matisoff,	 James	A.	1991.	“Sino-Tibetan	 linguistics:	present	state	and	future	prospects”.	Annual Review of 
Anthropology 20. pp. 469–504.
Matisoff,	James	A.	2000.	“On	the	uselessness	of	glottochronology	for	the	subgrouping	of	Tibeto-Burman”.	In	
Colin	Renfrew,	April	McMahon,	&	Larry	Trask	(eds.)	Time Depth in Historical Linguistics. pp. 333–371. 
Cambridge:	The	McDonald	Institute	for	Archaeological	Research.
寺村秀夫．1993．『寺村秀夫論文集 I―日本文法編―』東京：くろしお出版．
